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道路-３- 1 

１．事業の概要 

（１）国道10号の概要 

国道10号は、福岡県北九州市から大分県大分市、宮崎県宮崎市を経由して、鹿児島県鹿児

島市に至る延長約450kmの重要な幹線道路で、九州で最も長い国道である。本路線は、東九

州を南北に縦断する主要幹線道路であり、社会、経済、文化、観光等の様々な面で交流を支え

る重要な役割を果たしている。 

さらに、本路線は、国際観光文化都市である別府市と、東九州地域の中心都市でかつ県都の

大分市を結ぶ重要な路線であり、別府から大分間については古くから「別大国道」と呼ばれ地

域のシンボル道路でもある。 

しかしながら、交通量はここ数年は横ばい傾向にあるものの、朝夕のピーク時をはじめ交通

渋滞が慢性化している上に、交通事故や災害発生時に交通が遮断されるといった課題を抱えて

いる。 

また、並行する大分自動車道において、濃霧等による通行止めが頻繁に発生しており、代替

路線として重要な役割を担うとともに、交通安全を確保し、交通の円滑化を図る道路整備が求

められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 国道10号位置図 

拡大図

▲ 別大拡幅 別府地区（昭和30年代の田ノ浦地区）

当時は、国道に平行して電車と鉄道が走り、片側１車

線の、少し波が荒いと冠水する道路で、別大国道と呼

ばれ大分と別府をつなぐ大切な国道であった。 

現在は、交通量に合わせ別大国道を海側に６車に拡幅

し、交差点改良もされ、田ノ浦地区や海岸（公園）に

もスムーズに進入できるようになった。 

▲ 別大拡幅 別府地区（現在の田ノ浦地区）

中津市 

日出町 

大分市 

別府 
市 

佐伯市

至中津市 

至佐伯市 

田ノ浦 
地区 



 

道路-３- 2 

（２）国道10号別大拡幅の概要 

１） 概要 

別大拡幅は国道１０号の円滑な走行性の確保や交通安全性の向上等に寄与する事業であ

る。 

本路線は、完成６車線（一部４車線）の現道拡幅事業であり、これまでにＬ=22.6kmの

うち、21.5kmが供用済みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 国道10号別大拡幅概要図 

２） 計画諸元 

起  点 (自)大分県
おおいたけん

速見郡
は や み ぐ ん

日出町
ひ じ ま ち

大字藤原
ふじわら

 
区 間 

終  点 (至)大分県
おおいたけん

大分市
お お い た し

大字生
いく

石
し

 

計 画 延 長 

総延長 Ｌ＝22.6km 

 藤原地区   1.2km  日出地区 5.1km 
 亀川バイパス 3.6km  別府地区 5.7km 
 別大地区   7.0km 

幅    員 

Ｗ＝25.0m（４車線：藤原地区、日出地区） 

Ｗ＝30.0m（４車線：亀川ﾊﾞｲﾊﾟｽ、６車線：別府地区） 

Ｗ＝40.0m，33.0m（６車線：別大地区） 

種級区分 
第4種第1級：藤原地区～別府地区 

第3種第1級：別大地区 
構 造 規 格 

設計速度 
V=60km/h：藤原地区～別府地区 

V=80km/h：別大地区 

計画交通量(H42) ①22,600台/日 ②86,100台/日 ③70,200台/日 

▼ 計画諸元 

至中津市

至佐伯市

至国東市 

日出町

別府市 

大分市

①

② 

③

藤原地区

L＝1.2km

H21 

L=0.6km

4車線供用

日出地区

L＝5.1km

S56 

4車線供用

亀川ﾊﾞｲﾊﾟｽ

L＝3.6km

S58 

4車線供用

別府地区

L＝5.7km

S48 

6車線供用

別大地区

L＝7.0km

H22迄 

L=6.5km

6車線供用

杵築市 
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3）標準横断図（単位：ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原・日出地区（第4種第1級 設計速度60km/h） 

別大地区（第3種第1級 設計速度80km/h） 

【東別府、うみたまご、マリンパレス、田ノ浦･仏崎山、白木･西大分地区】 

【高崎山地区】 

別府地区（第4種第1級 設計速度60km/h） 

亀川バイパス（第4種第1級 設計速度60km/h） 
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２．事業の必要性 

（１）事業を巡る社会情勢等の変化 

１）人口の推移 

平成22年の大分県の総人口は、約119.6万人で、平成17年と比べると約1.3万人の減少

となっている。大分市と日出町の人口は、別大拡幅の部分供用とともに大きく増加しており、

前回評価時（H19）以降も増加している。 

一方、別府市の人口は、別大拡幅の部分供用とともに昭和55年までは伸びているが、そ

の後減少しており前回評価時（H19）以降も減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .00 

1 .01 
1 .06 

1 .12 1 .17 
1 .21 

1 .29 

1 .37 1 .40 

1 .00 
1 .08 1 .10 1 .09 

1 .05 1 .04 
1 .02 1 .03 1 .01 

1 .00 

1 .20 

1 .33 

1 .43 
1 .48 

1 .54 1 .57 1 .59 
1 .63 

1 .00 

1 .03 
1 .06 1 .08 

1 .07 1 .07 1 .06 1 .05 1 .04 

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

Ｓ45 Ｓ50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

日出町 別府市 大分市 大分県計

（伸び率Ｓ45＝1）

市町村 項目 Ｓ45 Ｓ50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

日出町 人口(人） 20,207 20,326 21,464 22,564 23,589 24,433 26,142 27,640 28,217

人口伸び率 1.00 1.01 1.06 1.12 1.17 1.21 1.29 1.37 1.40

別府市 人口(人） 123,786 133,894 136,485 134,775 130,334 128,255 126,523 126,959 125,407

人口伸び率 1.00 1.08 1.10 1.09 1.05 1.04 1.02 1.03 1.01

大分市 人口(人） 289,951 347,702 385,635 413,622 429,927 446,581 454,424 462,317 473,955

人口伸び率 1.00 1.20 1.33 1.43 1.48 1.54 1.57 1.59 1.63

大分県計 人口(人） 1,155,566 1,190,314 1,228,913 1,250,214 1,236,942 1,231,306 1,221,140 1,209,571 1,196,409

人口伸び率 1.00 1.03 1.06 1.08 1.07 1.07 1.06 1.05 1.04

▲ 人口伸び率の推移 

※人口伸び率は、昭和45年を1.00として示している。 

▼ 人口の推移 

資料：国勢調査（※H22は速報値）

前回評価時
（H19） 



 

道路-３- 5 

２）高齢化率の推移 

大分県では、全県的に高齢化が進行している。 

事業区間沿線（日出町・別府市・大分市）の高齢化率は、大分県平均と同様に年々上昇し

ており、前回評価時（H19）以降も上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 .6%

20 .4%

24 .2%

24 .5%

22 .0%

10 .6%

11 .7% 12 .9%
14 .5%

16 .4%

18 .9%
20 .8%

27 .7%
25 .0%

8 .4%
9 .6% 11 .0%

12 .9%

15 .7%

19 .1%

22 .6%

6 .8% 6 .8%
7 .6%

8 .6%
10 .2%

12 .4%

15 .1%

26 .5%

9 .5%

10 .6%

11 .7%
13 .1%

15 .5%

18 .6%

21 .8%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

Ｓ45 Ｓ50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

日出町 別府市 大分市 大分県計

（高齢化率（％））

▲ 高齢化率の推移 

▼ 高齢者人口と高齢化率の推移 

資料：国勢調査（S45～H17） 

大分県の推計人口（H22） 

前回評価時 
（H19） 

▲ 市町村別高齢化率の変化 

高齢化率(％)

資料：国勢調査(H12) 

大分県の推計人口(H22)

【平成12年】 【平成22年】

市町村 項目 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

高齢者（人） 2,475 2,820 2,774 3,272 3,866 4,622 5,442 6,086 6,900

高齢化率 10.6% 11.7% 12.9% 14.5% 16.4% 18.9% 20.8% 22.0% 24.5%

高齢者（人） 2,605 3,013 15,030 17,420 20,441 24,547 28,566 31,746 34,759

高齢化率 8.4% 9.6% 11.0% 12.9% 15.7% 19.1% 22.6% 25.0% 27.7%

高齢者（人） 419 465 29,353 35,581 43,948 55,551 68,741 81,479 96,684

高齢化率 6.8% 6.8% 7.6% 8.6% 10.2% 12.4% 15.1% 17.6% 20.4%

高齢者（人） 109,912 125,669 144,240 163,746 191,441 229,076 265,901 292,805 317,483

高齢化率 9.5% 10.6% 11.7% 13.1% 15.5% 18.6% 21.8% 24.2% 26.5%

日出町

別府市

大分市

大分県計
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３）地域産業の動向 

◆工業（製造品出荷額の推移） 

大分県の製造品出荷額は、年々着実に伸びている。 

さらに、事業区間沿線の大分市や事業区間周辺の国東市の製造品出荷額においても、大きな

伸びを示しており、前回評価時（H19）以降も同様に伸びている。 

一方、事業区間沿線の日出町・別府市、事業区間周辺の杵築市の製造品出荷額においては、

平成12年を境に減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .00 

2 .06 

2 .12 

2 .90 

1 .00 

1 .28 

1 .04 

1 .01 1 .00 

2 .15 

1 .11 

0 .82 

1 .00 

0 .78 
0 .58 0 .60 

1 .00 

1 .05 

1 .56 
1 .87 

1 .00 
1 .13 1 .34 

1 .61 

0.0

1.0

2.0

3.0

H7 H12 H17 H20

国東市 杵築市 日出町

別府市 大分市 大分県計

（伸び率Ｈ7＝1）

資料：大分県工業統計

※伸び率は、平成7年を1.00として示している。 

▲ 製造品出荷額等伸び率の推移 

▼ 製造品出荷額等の推移 

前回評価時 
（H19） 

大分県

国東市

大分市

杵築市

日出町
別府市

市町村 項目 H7 H12 H17 H20

日出町 製造品出荷額(百万円/年) 97,631 209,959 108,451 80,545

伸び率 1.00 2.15 1.11 0.82

別府市 製造品出荷額(百万円/年) 20,388 15,905 11,784 12,281

伸び率 1.00 0.78 0.58 0.60

大分市 製造品出荷額(百万円/年) 1,508,336 1,584,161 2,348,327 2,823,006

伸び率 1.00 1.05 1.56 1.87

杵築市 製造品出荷額(百万円/年) 118,573 152,190 123,593 119,485

伸び率 1.00 1.28 1.04 1.01

国東市 製造品出荷額(百万円/年) 122,661 252,114 259,887 356,284

伸び率 1.00 2.06 2.12 2.90

大分県計 製造品出荷額(百万円/年) 2,742,000 3,087,459 3,671,743 4,410,568

伸び率 1.00 1.13 1.34 1.61
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◆商業（商品小売販売額の推移） 

小売販売額は、事業化当時から右肩上がりで伸びていたが、平成6年頃を境に横ばい・減少

に転じている。 

しかし、郊外型・ロードサイド型店舗の進展等により、日出町や杵築市は増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .00 
1 .77 

3 .52 

4 .84 

5 .74 
5 .99 

6 .29 5 .66 
5 .22 

1 .00 

1 .45 2 .77 

3 .93 5 .07 
5 .26 5 .77 

5 .72 

6 .28 

1 .00 

1 .81 

3 .23 

6 .08 

8 .19 8 .87 
8 .73 

9 .24 

10 .36 

1 .00 

1 .81 

3 .23 

4 .00 
5 .44 

5 .58 

5 .08 

4 .64 
4 .52 

1 .00 

2 .21 
4 .14 

5 .54 

7 .48 7 .59 

8 .06 

7 .82 7 .85 

1 .00 

1 .87 
3 .57 

4 .81 

6 .11 

6 .43 

6 .42 

6 .06 

6 .03 

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

Ｓ45 Ｓ49 S54 S60 H3 H6 H11 H16 H19

国東市 杵築市 日出町

別府市 大分市 大分県計

（
（伸び率Ｓ45＝1）

▼ 商品小売販売額の推移 

資料：大分県商業統計調査

※伸び率は、昭和45年を1.00として示している。 

▲ 商品小売販売額伸び率の推移 

前回評価時
（H19） 

市町村 項目 Ｓ45 Ｓ49 S54 S60 H3 H6 H11 H16 H19

日出町 小売販売額(千万円) 213 386 689 1,294 1,744 1,889 1,860 1,968 2,207

伸び率 1.00 1.81 3.23 6.08 8.19 8.87 8.73 9.24 10.36

別府市 小売販売額(千万円) 2,745 4,975 8,868 10,973 14,944 15,328 13,940 12,727 12,394

伸び率 1.00 1.81 3.23 4.00 5.44 5.58 5.08 4.64 4.52

大分市 小売販売額(千万円) 6,785 15,023 28,086 37,567 50,723 51,469 54,694 53,086 53,263

伸び率 1.00 2.21 4.14 5.54 7.48 7.59 8.06 7.82 7.85

杵築市 小売販売額(千万円) 465 676 1,290 1,827 2,356 2,448 2,682 2,661 2,918

伸び率 1.00 1.45 2.77 3.93 5.07 5.26 5.77 5.72 6.28

国東市 小売販売額(千万円) 404 717 1,424 1,957 2,317 2,420 2,543 2,288 2,109

伸び率 1.00 1.77 3.52 4.84 5.74 5.99 6.29 5.66 5.22

大分県計 小売販売額(千万円) 2,005,300 3,756,500 7,160,100 9,642,500 12,254,600 12,902,800 12,874,500 12,152,300 12,094,200

伸び率 1.00 1.87 3.57 4.81 6.11 6.43 6.42 6.06 6.03

大分県
国東市

大分市

杵築市

日出町

別府市



 

道路-３- 8 

 

◆観光 

当該区間沿線には、別府地獄めぐりをはじめ有数の観光レジャー施設が点在しており、休日

や行楽シーズンには多くの観光客が訪れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴールデンウィーク(4/29～5/8の

10日間)期間中、当該区間沿線の観光施

設への入場者数は、H21で延べ32.5万

人、H23で延べ31.6万人（右表の赤文

字の6施設の合計）となっており、多く

の観光客が訪れている。 

 

 

 

 

ハーモニーランド アフリカンサファリ べっぷ地獄めぐり 

ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ城島高原ﾊﾟｰｸ うみたまご

資料：大分県ゴールデンウィーク

観光動向調査（H21.5、H23.5）

▼ ＧＷ入場者数上位10施設 

至中津市

至佐伯市 

至国東市

至
日
田
市

- 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000

べっぷ地獄めぐり

大分マリーンパレス水族館「うみたまご」

くじゅう花公園

セントレジャー城島高原パーク

九州自然動物公園アフリカンサファリ

九重”夢”大吊橋

ハーモニーランド

昭和の町

高崎山自然動物公園

つくみイルカ島

マリンカルチャーセンター

H21

H23

は、別府湾沿線地域 

高崎山自然動物園
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4）救急医療 

◆救急医療体制 

第２次救急医療施設などで対応が困難な場合に搬送される第３次救急医療施設（救命救急セ

ンター）は、前回評価時(H19)ではアルメイダ病院のみであったが、現在は新別府病院を含め

4施設に拡充され、救急医療体制の充実を図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆救急搬送実績 

   杵築市・日出町での救急搬送件数は、微増傾向にあり、さらに別府医療センターや新別府病

院等の別府市方面への管外搬送割合が半数以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,153

(53%)

1,203

(53%)
1,112

(48%)

1,105

(49%)

1,232

(52%)

1,037 1,078 1,205 1,136 1,120

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

管外搬送件数 管内搬送件数

（件）

2,3522,2412,3172,190 2,281

▲ 別大拡幅周辺の救急体制 

▲ 杵築速見消防組合における救急搬送件数の推移 

至中津市 

至佐伯市 

至国東市 

至
日
田
市 

第3次救急医療施設の指定状況 

アルメイダ病院         S53.10 

大分大学医学部付属病院 H20.5 

大分県立病院          H20.11 

新別府病院             H21.3 

 

杵築速見
消防組合

管外搬送件数
(H22)

1,232件

その他

167件,

14%
大分県

厚生連

鶴見病院

166件,

13%

別府医療

センター

671件,

54%

新別府

病院

228件,

19%

前回評価時 
（H19） 

※杵築速見消防組合の管轄圏域：杵築市（旧山香町を含む）、日出町 
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5）自動車保有台数の推移 

一世帯当たりの自動車保有台数は、別府市・大分市を除く日出町や事業区間周辺地域（杵築

市･国東市）においても年々増加しており、大分県平均の1.79台（H22）を上回っている。前

回再評価（H19）以降は、別府市・大分市並びに大分県平均はほぼ横ばいであるが、その他は

依然として増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 .58 

1 .15 

1 .36 
1 .58 1 .77 

1 .86 
1 .91 

1 .99 

0 .62 

1 .27 

1 .50 
1 .72 

1 .96 
1 .97 1 .94 

2 .11 

0 .68 

1 .18 

1 .39 
1 .59 

1 .80 
1 .88 

1 .88 

1 .90 

0 .44 

0 .76 
0 .89 

1 .04 
1 .19 

1 .28 1 .27 1 .27 0 .67 
1 .05 

1 .19 

1 .36 

1 .54 

1 .65 1 .70 

1 .66 

0 .60 

1 .06 1 .24 

1 .43 

1 .63 
1 .75 1 .80 

1 .79 

0 .57 

1 .04 
1 .21 

1 .39 
1 .55 1 .64 1 .68 1 .66 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

Ｓ50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

国東市 杵築市 日出町 別府市
大分市 大分県 九州平均

（一世帯当たりの保有台数）

▲ １世帯あたりの自動車保有台数の推移 

資料：自動車保有車両数、軽自動車車両数、国勢調査

（※H22世帯数は速報値）

▼ 自動車保有台数・世帯数の推移 

前回評価時
（H19） 

大分県

国東市

大分市

杵築市

日出町

別府市

九州平均

市町村 項目 Ｓ50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

自動車保有台数 3,668 7,041 8,952 11,356 14,295 16,892 19,050 20,068

世帯数 5,420 5,982 6,458 7,142 7,922 8,996 10,124 10,568

１世帯当たりの保有台数 0.68 1.18 1.39 1.59 1.80 1.88 1.88 1.90

自動車保有台数 19,293 37,034 43,639 51,878 61,030 67,603 70,104 71,157

世帯数 44,171 48,532 48,844 49,814 51,453 52,877 55,108 56,113

１世帯当たりの保有台数 0.44 0.76 0.89 1.04 1.19 1.28 1.27 1.27

自動車保有台数 68,247 130,635 161,576 202,090 253,110 288,548 311,839 325,177

世帯数 101,970 124,209 135,958 148,771 164,797 174,521 183,458 195,556

１世帯当たりの保有台数 0.67 1.05 1.19 1.36 1.54 1.65 1.70 1.66

自動車保有台数 6,111 12,595 15,170 17,692 20,729 23,000 25,147 25,705

世帯数 9,924 9,950 10,124 10,269 10,575 11,677 12,988 12,172

１世帯当たりの保有台数 0.62 1.27 1.50 1.72 1.96 1.97 1.94 2.11

自動車保有台数 6,924 13,780 16,614 19,271 22,266 24,496 25,942 26,186

世帯数 11,985 12,002 12,188 12,190 12,594 13,147 13,588 13,144

１世帯当たりの保有台数 0.58 1.15 1.36 1.58 1.77 1.86 1.91 1.99

自動車保有台数 205,005 403,567 491,151 588,934 708,390 792,052 844,831 864,446

世帯数 344,100 379,040 395,855 411,634 435,040 453,814 469,270 481,957

１世帯当たりの保有台数 0.60 1.06 1.24 1.43 1.63 1.75 1.80 1.79

自動車保有台数 291,998 597,183 729,357 883,704 1,053,174 1,169,255 1,241,929 1,262,266

世帯数 513,815 572,499 603,069 633,887 677,681 713,937 737,717 760,549

１世帯当たりの保有台数 0.57 1.04 1.21 1.39 1.55 1.64 1.68 1.66

九州平均

日出町

別府市

大分市

杵築市

国東市

大分県計
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6）通勤・通学の流動 

日出町～別府市～大分市間の通

勤・通学流動の動向(H17／H12)

は、大分市から別府市へ向かう流動

は約1.14倍、別府市から杵築市へ向

かう流動は1.10倍、日出町から大分

市への流動は1.05倍、日出町から別

府市への流動は1.03倍に増加して

いる。 

 

 

 

 

 

 

当該区間沿線の日出町の

通勤通学時の利用交通手段

で最も多いのは自家用車

(69.4%)であり、大分県平

均(62.2%)を7ポイント上

回り、自動車の利用割合が高

くなっている。 

 

 

 

日出町～別府市～大分市間の通勤・通学人口は、事業化当時（昭和45年）から平成17年で

約1.5～7.4倍に増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 通勤・通学流動量と伸び 資料：国勢調査(H12.H17)

62.2

69.4

53.5

57.6

8.4

5.3

16.7

7.7

4.0

10.9

5.3

3.5

5.7

3.7

9.2

7.9

5.2

2.9

6.8

5.6

12.9

6.4

6.5

16.1

1.7

1.3

2.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大分県

日出町

別府市

大分市

自家用車 徒歩だけ 鉄道・電車 乗合バス オートバイ 自転車 その他

▲ 当該区間沿線市町村における通勤通学利用交通手段 
資料：国勢調査(H12)

自家用車の利用割合 

大分県平均 62.2％ 

注)（ ）内の数値は、H12からの伸び率を示す。 

【S45】 

資料：国勢調査

35年後 

▲ 当該区間沿線市町間の主な通勤通学流動の変化 

【H17】 至中津市 至中津市 

至
宇
佐
市 

至
宇
佐
市 

至佐伯市 至佐伯市 

※通勤通学時の利用交通手段は10年毎の調査であるため、Ｈ17年のﾃﾞｰﾀはない。また、Ｈ22国勢調査の利用交通手段は
Ｈ24.6月公表予定のため、Ｈ12国勢調査で整理した。 
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７）交通量等の推移 

・当該路線の交通量は、事業化当初より段階的な整備に伴い増加してきたが、ここ数年は横ば

い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,933
14,509

17,736

19,995

11,066 11,490

19,209 18,648

17,455

1 .61

0 .84
0 .73

1 .03 1 .07
1 .20

1 .35 1 .42

1 .02

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H11 H17 H22

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
（台/日） 地点①：速見郡日出町藤原

20,151

25,360

52,121
52,850 52,186

34,185

42,426
42,913

22,200

1 .24

1.58

1 .13

0 .74
0.94

0.73

0 .430.380.34

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H11 H17 H22

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
（台/日） 地点②：速見郡日出町平道

24,670

39,600

60,945 61,263 60,789

54,848

25,360

26,920

1 .41

1.14
0 .96

1 .09

0.67

0.430.460 .42

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H11 H17

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
（台/日） 地点③：別府市北石垣

至中津市 

至佐伯市 

至
国
東
市 

【写真1】

【写真2】

▲ 交通量及び混雑度の変化 

資料：道路交通センサス

24時間交通量

混雑度 

※グラフ中のS46～S55の混雑度はS60の交通容量を用い、H22の混雑度はH17の交通容量を用いて算出している。

前回評価

H14 日出BP供用 

前回評価 

※図中の数値は、H17道路

交通センサスに基づく。

▲ 事業区間(藤原地区) 
の混雑状況 
【写真1】

▲ 事業区間(高崎山地区)
の混雑状況 
【写真2】

38,845

45,690

52,521
56,644

72,263

80,638

70,003
66,312

1 .19 1 .19
1.39

1.10
0 .970 .900.780 .67

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H11 H17

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
（台/日） 地点④：別府市南的ヶ浜町

38,656

43,930

49,784
52,828

67,050 68,442

49,995

69,904 70,657

1 .42

1.70

1 .26 1 .27

1.04
1 .18

1 .34 1 .42 1.44

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H11 H17 H22

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

（台/日） 地点⑤：大分市神崎
H4 大分IC～別府IC間供用

前回評価 

至大分市 

至別府市 

至別府市

至中津市 

下り方向 

上り方向 
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（２）事業の効果・必要性 

効果－１：交通混雑の緩和（既に発現した効果） 

・ 

藤原地区では、H22.3.31に日出ＩＣ付近(Ｌ=0.6㎞)の4車線化が完了し、ＩＣ入口交差点

付近で走行速度が約10㎞/h(39.5㎞/h⇒49.8㎞/h)上昇している。一方、残事業区間(堀交差

点側L=0.6km)では、速度が約10㎞/h(50.3㎞/h⇒40.8㎞/h)低下している。 

別大地区では、H20.2に東別府地区(Ｌ＝0.7㎞)、うみたまご地区(Ｌ＝0.3㎞)の6車線化が

完了し、うみたまご地区より東側の区間では、走行速度が約12～32㎞/hと上昇している。残

事業区間（4車線区間）では、他の別大区間に比べ速度低下が著しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎容量拡大に伴う旅行速度の向上 

▲藤原地区(日出IC側L=0.6km) 
供用前後の状況 

供用前

至中津市 

上り方向 

供用後 

至別府市 

供用前 

至別府市 

至大分市 

至大分市 

▲別大地区(東別府地区L＝0.7km) 
供用前後の状況 

▲ 別大拡幅(藤原地区日出IC付近)供用前後の旅行速度変化 

４車線区間（高崎山地区）が残るため、他
の区間と比べ、著しく速度が低い 
（残区間の課題） 

藤原地区２車線
区間では、約１０
km/h 程 度 速 度
が低下！ 
（残区間の課題） 

６車線化により、うみたまごより東側（大分市側）の区間で走行速度
が約１２～３２km/hと大幅に上昇！ 

39.5

50.3 49.8

40.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

境界 日出IC入口

（㎞/h）

供用前 供用後

２車線区間L=0.6㎞ H22.3.31供用区間
L=0.6㎞堀交差点

日出IC
入口

39.5

50.3 49.8

40.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

境界 日出IC入口

（㎞/h）

供用前 供用後

２車線区間L=0.6㎞ H22.3.31供用区間
L=0.6㎞堀交差点

日出IC
入口

日出IC付近の供用により、
容量が拡大され走行速度
が約10㎞/h（39.5㎞/h⇒
49.8㎞/h）上昇！ 

50.4

34.5

24.0
19.1

62.2
66.8

40.2

27.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

東別府 うみたまご 田ノ浦 白木

(km/h)

供用前 供用後

(単位:㎞/h)

約16㎞/h
ｱｯﾌﾟ

約32㎞/h
ｱｯﾌﾟ

約12㎞/h
ｱｯﾌﾟ

供用後

至中津市 

上り方向 

資料：【供用前】H19.11.21(水)上り方向,8時台調査結果
【供用後】H20.  3. 4(火)上り方向,8時台調査結果

資料：【供用前】H22.3.16(火)上り方向,18時台調査結果
【供用後】H22.5.26(水)上り方向,18時台調査結果

下り方向 

上り方向 
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効果－１：交通混雑の緩和（今後期待される効果） 

 

   藤原地区の2車線区間では、大型車交通が近年3,000台/日弱で推移している。藤原地区の

２車線区間では、上り坂に起因する大型車両の低速走行により、自動車の数珠繋ぎが頻繁に発

生している。 

また、国道10号農協先交差点～国道213号産業通り交差点間(Ｌ＝約130m)で、滞留長が

区間長を超過し、国道10号の下り直進交通の阻害による交通混雑が頻繁に発生している。 

よって、藤原地区の4車線化により交通混雑は解消され、走行性の向上による交通の円滑化

が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 別大地区(東別府地区)供用前後の状況 

▼ 大型車交通量の推移(別大拡幅藤原地区) 

◎車線増加に伴う走行空間の確保と走行性の向上 

▼上り坂に起因する大型車の低速走行 

▼ 左折車両の滞留状況 

堀 

別大拡幅(藤原地区)

至中津市 

至
別
府
市 

至
杵
築
市 

▲ 国道 10 号藤原地区(農協先交差点)における交通状況 

6,046
6,763

7,257
8,519

11,799
10,986

12,056 11,548 12,265

12,273

1,478

11%

2,657

18%

2,908
20%

2,766

19%

2,900
21%

2,927
20%

2,441

22%

2,479

25%
2,078

23%

2,151
26%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

S46 S49 S55 S60 H2 H6 H9 H11 H17 H22

大型車 小型車

8,197
8,841

9,736

10,960

14,726
13,886

14,822 14,456
14,922

13,751

(単位:台/12h) 

① 

上り方向 

至中津市 

至中津市 

上り方向 
（勾配5.4%） 

② 
農協先交差点 

上り勾配により大型車
が速度低下を起こし、
低速走行車列が 
発生！ 

④

③ 

④ 

下り方向 

至別府市 

至
国
道
２
１
３
号 

至国道 
２１３号 

農協先交差点 

至
中
津
市 

左折車の滞留により、
直進車の通行阻害が
発生！ 

①

至中津市 

高速道路
無料化

社会実験
中

現在の混雑
発生状況

事 業 完 了 後
の状況

車線増加による
交通混雑の緩和、
走行性の向上！

③②
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藤原地区2車線区間及び別大地区4車線区間では、朝夕のラッシュ時に混雑状況にあり、円

滑な交通が阻害されている。 

別大拡幅が全線整備されることで、交通混雑の緩和が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至大分市

上り方向 

至別府市街 

▲ 旅行速度の変化 

資料：旅行速度調査結果（H22）

交通量推計結果（H42） 

2004年の「うみたまご」オープン時の

休日では、大分方面は白木地区まで、別府

方面は亀川地区まで渋滞していたが、別大

地区の6車線化が進んだことで、現在では

ほとんど渋滞することは無くなった。 

（大分マリーンパレス㈱）

70,20070,657

1.6

1.1

0

20,000

40,000

60,000

80,000

現況４車線（H22） 完成６車線時（H42）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

混雑度

が低下

交通量

（台/日）
混雑度

549 528

0

100

200

300

400

500

600

700

現況（H21） 全線完成時（H42）

約４％

削減

①別大地区の交通量と混雑度 ②別大拡幅全線L=22.6km 

③日出IC入口～うみたまご間（約18km）の 

上り下り平均旅行速度 

▲ 交通量と混雑度の変化 
▲ 損失時間の変化 

（万人時間/年）

資料：道路交通センサス（H22）

交通量推計結果（H42） 

別大地区での混雑度が大幅に改善！ 全線整備により損失時間が約4％削減！

旅行速度が約5㎞/h（13％）ｱｯﾌﾟ！ 

▲ 別大地区(高崎山地区)における 
渋滞状況(朝ﾋﾟｰｸ時) 

至中津市 

至佐伯市 

至
国
東
市 

36.6 

41.5 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

現況（H22） 完成時（H42)

(km/h) 旅行速度

が向上

①別大地区 
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効果－２：交通安全性の向上（既に発現した効果） 

 

 

  藤原地区(日出ＩＣ付近 L=600m)では、3.0mの自歩道が整備され、安全な通行環境が確保

されたところであり、残事業区間においては、有効幅員が1.0m程度の区間もあり、延伸が期待

される。また、別大地区でも、拡幅事業に合せて幅員4.0mの自歩道整備が進んでおり、自歩道

の延伸が期待される。 

  また、別大地区では、自転車道・歩道の整備に合せて、別大ウォークや別大マラソンに合わせ

たボランティアサポートプログラムによる恒例行事が定着しており、地域における交流や様々な

活動の場として機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１０号

今回の清掃場所

◎自転車歩行者道の設置による安全性の向上 

◎地域における交流の場としての機能確保 

【藤原地区供用区間(日出ＩＣ付近)】

【藤原地区残事業区間】 

【別大地区供用区間(東別府地区)】

【べつだいウォーク2005(マリーンパレス地区)】 

【第60回別大マラソン翌日の清掃活動(マリーンパレス地区：H23.2.7(月))】 

※ボランティアサポートプログラム協定に基づく恒例行事として定着している。
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効果－２：交通安全性の向上（今後期待される効果） 

 

 

藤原地区の２車線区間では、特に、下り方向に縦断勾配５％で右カーブとなっている区間で、

見通しが悪く下り方向（別府市方面向き）は速度も高いことと、沿道住宅地からの出入り交通

も多いことから、比較的事故発生件数が多く(下図参照)、主な事故類型は「車両相互の追突事

故」で、59件/6年間（約72％）と多くなっている。 

また、同区間の歩道幅員は約1.8mで、歩行空間として十分ではない。 

残事業区間の整備により、見通しの改善と歩行者・自転車の安全性向上が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残事業区間 

下り勾配 

(勾配5.4%) 

沿道出入り交通も多く、カーブで 

先が下っているため見通しも悪い

◎自転車歩行者道の設置による安全性の向上 

◎幅員増に伴う見通しの改善による死傷事故率の低下 

▲ 残事業区間における事故発生状況 

▲ 事業区間の事故率・事故件数の変化 
▲ 残事業区間における事故類型別の事故件数 

資料:事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（Ｈ16～H21）

資料:事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(H16～H21)

追突

72.0%

正面

衝突

6.1%出合い

頭接触

22.0%

事故件数
82件

（Ｈ16～Ｈ21）

▼自歩道の幅員が確保されてい
ないため、車道を通行する通学者

▼残事業区間における通学状況

狭い歩道
(約1.8m)

至別府市 

下り方向 

至別府市 

下り方向 

※整備後の事故率：大分県における「2車線・中央
帯なし・混雑度1.5～1.75(101.1)」と「4車線・
中央帯あり・混雑度1.0未満(63.8)」の事故率の
比率により推計 

資料:事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（Ｈ16～H21）

至別府市 

至中津市

6.8
5.5

178.4 

112.0 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

120.0 

140.0 

160.0 

180.0 

200.0 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 

8.0 

9.0 

10.0 

現況２車線 完成４車線時

事故率

が低下

（件/年） （件/億台キロ）

至杵築市 
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効果－３：災害に強い道路ネットワークの構築（既に発現した効果） 

 

 

別大拡幅区間のうち、特に別大地区では、別府湾に面して越波による道路の通行阻害が生じ

る区間であることから、特殊通行規制区間に指定されている。また、台風や集中豪雨等による

災害に伴う通行止めもあり、別大拡幅事業が始まった時期以降、年に１～３回程度の通行規制

が発生している。 

別大区間(東別府地区～高崎山地区)の

供用は、交通容量の拡大と合わせ、急傾

斜地での施工性の高いフレア護岸の採用

により、6車線化の整備が進むにつれて

越波による通行規制延長の短縮が図られ

ている。 

残事業区間の供用は、高速道路通行止

め時における信頼性の高い代替路線の確

保が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎防災機能の強化による信頼性の向上 

▲ 別大地区における通行規制履歴 
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土砂崩落・法面崩壊

路面冠水

越波

（回）

毎年のように越波による
通行規制が発生！ 

▲ 法面崩壊による通行規制時の

状況（H5.9、白木地区） 

▲ 路面冠水による通行規制時の

状況（H5.9、大分マリーンパレス前） 

▲ 越波による上下線通行止め時 

の状況 

至
別
府
市 

至
大
分
市 

至
別
府
市 

至
大
分
市 

▲ 急傾斜地での施工性の高い構造

→フレア護岸 

▲ 道路整備状況に伴う通行規制延長の変化 

整備前 

整備後 

▲通行規制延長の変化 

６車線化が進むにつれて、越波による通行規制延長が短縮！

H5.9路面冠水 
(ﾏﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ前) 

H5.9法面崩落
(白木地区) 

S61,H2,H3,H4,H5 通行規制 

H18.11.23通行規制

4.9㎞

0.6㎞

0 2 4 6

S61ほか

4ヵ年

H18.11.23

（㎞）
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効果－３：災害に強い道路ネットワークの構築（今後期待される効果） 

 

国道10号と平行する大分自動車道・宇佐別府道路は、積雪や濃霧による通行止めが頻繁に

発生しており、国道10号は代替路線として機能している。高速道路通行止め時には、2車線区

間である藤原地区は、交通が集中し交通混雑が発生している。 

4車線化により、高速道路通行止めによる国道10号の交通渋滞の緩和や速度低下の改善が期

待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 大分自動車道等の通行止め実績 

64時間

(10回)

186時間

(33回)

174時間

(27回)

275時間

(31回)
180時間

(21回)
147時間

(15回)

57時間

(7回)

22時間

(4回)

51時間

(7回)

28時間

(4回) 121時間

(7回)

269時間

( 13回)

121時間

(17回)

208時間

(37回)

225時間

(34回)

303時間

(35回)
301時間

(28回)

416時間

(28回)

0

100

200

300

400

500

H17 H18 H19 H20 H21 H22

降雪による通行止め

霧による通行止め

(時間)

▲ 大分自動車道(日出JCT付近)の濃霧時 

至
国
東
市 

至中津市

至佐伯市 

至
日
田
市 

至大分市

◎濃霧発生･積雪時における代替路線の確保・機能強化 

霧により大分道が通行止めとなった場合は、国道10号は日出町～亀川地区公設市

場前交差点付近まで渋滞し、日出町の中心部から別府駅前まで約40分程度（通常時

では25分程度）かかっている。           （日出町タクシー乗務員）

※大分道通行止時の国道10号の渋滞区間は、タクシー乗務員ヒアリングに基づく 

通常時：25分程度 

大分道通行止時：40分程度

(タクシー乗務員ヒアリング)

資料：Nexco西日本調べ
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効果－４：救急医療活動の支援（今後期待される効果） 

 

 

事業区間沿線での救急出動件数は、約7千件程度で推移しているが、そのうち約20％弱は、

死亡・重症者の搬送である。 

藤原地区の4車線化により、日出消防署から現場への到着時間や現場から搬送先病院までの

所要時間が短縮するとともに、患者の安静搬送にもつながり、救命率の向上や搬送患者の負担

軽減が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎高度医療施設への早急な搬送が期待でき、救命率の向上など住民の安心・安全を確保

◎走行性の向上により、揺れや振動も抑えられ、患者の安静な搬送が可能 

▲ 別府消防本部･杵築速見消防組合の傷病程度別救急出動件数の推移 
資料：別府市消防本部･杵築速見消防組合提供資料 

日出消防署から緊急車両(救急車・消防車)の大半が、残事業区間を通行するため、搬送に
は充分な注意を払って走行している。 

特に2車線区間に車両が滞留している時は、センターラインを跨いで通行しているが、別
府方面へ向かう際カーブで見通しが利かないため、対面交通に十分注意を図りながら運転し
ているが、とても危険である。 

４車線が整備されることで、安心して搬送ができるようになり、救命活動を迅速に行うこ
とが可能となり、助かる命が増えることが期待できる。 

（杵築速見消防組合）

▲ 対向車が見えない残事業区間のカーブ区間 

至 
別府市

至中津市

下り方向 この先右カーブで
下りのため、見通
しが悪い 

至中津市

至別府市

上り方向 

緊急出動の大半が 
残事業区間を通行し、
別府市方面へ出動！

至別府市 

至杵築市

至中津市 【写真】①

【写真】②

【写真】① 

【写真】② 

下り勾配 

(勾配5.4%) 

右カーブで下りのため、 
見通しが悪い。 

1,396 1,388 1 ,290 1 ,200 1 ,209

5,763 5,740 5 ,914 5 ,902 6 ,319

0

3,000

6,000

9,000

H18 H19 H20 H21 H22

(件)

死亡・重症者 その他傷病者

7,2047,1287,159 7,102
7,528
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効果－５：産業・観光活動の支援（今後期待される効果） 

 

 

大分県では、別府湾沿岸に製造業企業が多く集積しており、大分市、国東市、杵築市で大分

県製造品出荷額の約76％を占めている。また、大分県の平成22年の宿泊者数は約400万人で、

うち別府市の宿泊者数が48％、大分市を含めると66％である。別大拡幅事業は、沿線に立地

する工場や企業の経済活動を支援するとともに、多くの観光客が訪れる観光施設相互の円滑な

移動を支えるために、重要な役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

別府市

大分市

由布市

日田市

九重町

竹田市

その他

H18

H22

（人）

◎地域の経済活動を支える基幹路線としての機能の強化 

◎広域観光拠点の連絡を強化し、地域産業の活性化を支援 

▲ 事業区間周辺地域における主な企業立地と観光施設の分布

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

（百万円）

▲大分県製造品出荷額 

※工業統計 

▲市町村別観光宿泊客数

※大分県観光統計調査（H22、H18）

▲大分県製造品出荷額の内訳 

※H20工業統計 

大 分 市

64.0%
中 津 市

9.4%

国東市

8.1%

杵 築 市

2.7%

宇 佐 市

3.8%

その他

11.9%

●大分県の製造品出荷額は、
平成20年までは増加傾向。

●別府市・大分市で大分県観
光宿泊者数の66％を占める。

●別府湾沿岸に製造業企業
が集中(大分市、国東市、杵
築市で、大分県製造品出荷額
等の76％を占める)。 

至豊後高田市

至佐伯市

至
日
田
市 

至中津市 

至佐伯市 
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（３）事業の投資効果 

１）事業の目的 

国際観光都市である別府市と東九州の中心都市で県都である大分市を連絡し、朝夕のピー

ク時をはじめ交通混雑が慢性化しており、交通混雑の緩和と交通安全の確保を目的とした現

道拡幅事業である。 

 

２）費用便益分析結果【残事業】 

①便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成23年度 

供用年 平成26年度 

初年便益 0.37億円 0.02億円 0.07億円 0.45億円

基準年における現在価値(B) 16億円 0.97億円 1.7億円 19億円

②費用 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基準年 平成23年度 

単純合計 8.5億円 6.0億円 14億円

基準年における現在価値(C) 8.0億円 2.4億円 10億円

③評価指標の算定結果 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ/Ｃ＝ 1．8 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
 

３）費用便益分析結果【全事業】 

①便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成23年度 

供用年 昭和49年度 

初年便益 25億円 2.8億円 0.26億円 28億円

基準年における現在価値(B) 12,434億円 934億円 48億円 13,416億円

②費用 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基準年 平成23年度 

単純合計 813億円 208億円 1,021億円

基準年における現在価値(C) 2,432億円 334億円 2,767億円

③評価指標の算定結果 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ/Ｃ＝ 4．8 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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（４）事業の進捗状況 

１）事業の経緯 

大分県の観光・産業の中心である別府・大分市間の交通混雑の著しい別府・別大地区の  

区間から先行的に着手しており、21.5ｋｍ/22.6ｋｍが供用済みとなっている。残区間に

ついては、別大地区の0.5ｋｍが平成２３年度供用予定、藤原地区の0.6ｋｍが平成２５年

度供用予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別大拡幅４車・６車線 

供用後の交通状況 

①日出町（日出IC付近） ②日出市街地 

③別府市亀川地区 ④別府市街地 ⑤大分市神崎 
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7
k
m

）

別
大
地
区

(
Ｌ
＝

7
.
0
k
m

）

別
大
拡
幅

（
Ｌ
＝
2
2
.
6
k
m

）

年度 ・・・ Ｈ２３ ・・・ Ｈ２５Ｈ１３ ・・・ Ｈ２１ Ｈ２２Ｈ５ ・・・ Ｈ１０ ・・・Ｓ５１ Ｓ５３ ・・・ Ｓ５６ ・・・ Ｓ５８ ・・・ Ｈ４Ｓ３６ ・・・ Ｓ４８ Ｓ４９ ・・・Ｓ３９ ・・・ Ｓ４１ ・・・

事
　
業
　
化 用

地
着
手

用
地
着
手

完
成
供
用

工
事
着
手

用
地
着
手

完
成
供
用

完
成
供
用

事
業
化

用
地
着
手

工
事
着
手

工
事
着
手

工
事
着
手

暫
定
４
車
供
用

６車
工事
着手

６車
用地
着手

部
分
完
成
供
用

(

Ｌ
＝

0
.
6
㎞

)

平
成
２
５
年
度
全
線

４
車
線
供
用
予
定

平
成
２
３
年
度
全
線

６
車
線
供
用
予
定

昭
和
５
６
年
度
全
線

４
車
線
供
用

昭
和
５
８
年
度
全
線

４
車
線
供
用

昭
和
４
８
年
度
全
線

６
車
線
供
用

工
事
着
手

用
地
着
手

部
分
完
成
供
用

(

H
 
迄
6
.
5
㎞

)

22

完
成
供
用
予
定

完
成
供
用
予
定

【写真①】 

【写真②】 

【写真③】 

【写真④】 

【写真⑤】 交通の隘路となって

いる残る別府市内の

区間及び日出町に展

開 

渋滞緩和・広域ネット
ワーク連携のため事業
着手 

交通混雑の著しい 

別府・別大地区か 

ら先行的に事業を 

展開 

至国東市 至中津市 

至佐伯市 
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２）事業費の進捗状況 

 全体事業費 H22年度末進捗 進捗率 

事 業 費 約833億円 約817億円 98％ 

うち用地補償費 約208億円 約206億円 99％ 

 

 

３）前回の評価時との比較 

項   目 前回評価時（H19年度） 今回評価時（H23年度） 

延   長 22.6 ㎞ 22.6 ㎞ 

計画交通量 

（H42） 

①26,900 台／日 

②69,500 台／日 

③62,000 台／日 

①22,600 台／日 

②86,100 台／日 

③70,200 台／日 

事 業 費 

（現在価値化後） 

約833億円 

（約1,452億円） 

約833億円 

（約2,432億円） 

残事業 1．5＝ 1．８＝  

B／C 

全事業 

 

6．4＝ 

  

4．8＝  

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円）

※進捗率は事業費ベース

11,319億円

1,771億円 

19億円 

10億円 

※[ ]書き上段：現在価値化後の便益、下段：現在価値化後のコスト

115億円

79億円 

13,416億円

2,767億円 
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３．事業の進捗の見込み 

（１）今後の事業の見通し 

国道10号別大拡幅の平成2２年度末の事業進捗率は、事業費ベースで約98％であり、用地

進捗率は99％に達している。 

現在、別大地区については平成23年度、藤原地区については平成25年度の供用を目指し整

備を進めている。 

事業推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立しており、円滑な事業執行が可

能である。 

 

（２）地域の協力体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆協力体制 
 

組 織 名 業 務 内 容 

日出町建設課 地元対応及び地域情報窓口 

別府市建設部都市政策課 地元対応及び地域情報窓口 

大分市都市計画部都市交通対策課 地元対応及び地域情報窓口 

 

年月 要望者 要望内容 要望先

平成14年7月16日 日出町長、日出町議会
国道10号（日出堀交差点～赤松区間）の
事業中区間の早期完成について

国土交通本省

平成14年8月19日 大分市長
国道10号別府・大分間道路整備の促
進、予算確保について

国土交通本省

平成16年5月7日 日出町長 大分河川国道事務所
平成16年5月10日 　　〃 国土交通本省

平成17年5月26日 大分市長
国道10号（別大国道）拡幅改良工事の促
進について

大分河川国道事務所

平成17年8月10日 別府市長
国道10号東別府～高崎山間全線6車線
化早期完成について

九州地方整備局
大分河川国道事務所

平成18年1月27日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

別大拡幅工事促進 九州地方整備局

平成18年7月13日 別府商工会議所会頭 大分河川国道事務所
平成18年7月15日 　　　　　　〃 九州地方整備局

平成19年1月24日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

別大拡幅工事促進 九州地方整備局

平成20年1月23日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

道路整備予算の確保、別大国道の全線
6車線化の早期完成について

九州地方整備局

平成21年1月22日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

道路整備予算の確保、別大国道の全線
6車線化の早期完成について

九州地方整備局

平成22年1月20日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

道路整備予算の確保、別大国道の全線
6車線化の早期完成について

九州地方整備局

平成23年1月20日
別府・大分間国道改修建
設期成同盟会

道路整備予算の確保、別大国道の全線
6車線化の早期完成について

九州地方整備局

国道10号両郡橋～高崎山間全線の6車
線化早期完成について

国道10号（堀～赤松間）の早期整備につ
いて
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（３）環境・景観への取り組み状況 

 

◆環境への配慮 

・沿道騒音の軽減及び雨天時の走行性向上を図るため、車道部においては排水性舗装を適

用する。 

 

 ◆景観への配慮（目立たない道路付属物） 

・周辺の景観資源の眺望を阻害しないように、シンプルな形状の道路付属物とする。 

    ・周辺環境への融和を考慮し、目立たないダークブラウンを採用。 

    ・採用する色彩は、照明柱、標識柱等の支柱や板裏面についても、防護柵と同様の色彩を

用い、トータルカラーコーディネイトする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 道路付属物整備のイメージ

○景観への取り組み状況 

▲ 整備前の国道１０号の状況 周辺景観に配慮した色彩
（ダークブラウン）を採用

▲ 完成イメージ 
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４．コスト縮減や代替案立案等 

◆コスト縮減 

○事業実施に当たっては、新技術・新工法の積極的活用等により着実なコスト縮減を図る。 

○フレア護岸の支持杭の施工において、事前に掘削した溶接孔で下杭と上杭を溶接し、１本化 

した支持杭を打設することで、作業の効率化を図り施工時間を短縮させ、打設費用の約５百 

万円をコスト縮減。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆代替案立案 

○当該事業は、現在までに22.6km区間のうち21.5km区間が供用している。 

○当該事業箇所の国道１０号は、比較的線形がよく、沿道には大型店舗等もないことから、部

分供用により早期効果を発現できる現道拡幅事業が適当である。 

▲ 支持杭の施工フロー

▲フレア護岸 ▲フレア護岸施工後の状況 

抑止杭

標

準

施

工

内部・
外部充填

回転掘削機
による掘削

1本化した
溶接杭建込

下杭建込
仮固定

回転掘削機
による掘削

溶接杭建込継手溶接上杭接続

内部・
外部充填

接続
溶接

支持杭
(鋼管杭)

作業工程の効率化
による施工時間の

短縮

接続した支持杭を
溶接孔から打設孔
へ移動させ建込

下杭

上杭

接続後
建込

溶接孔で下杭と
上杭の継手溶接

溶接孔

接続
溶接

今

回

施

工

打設孔
の掘削

打設孔
の掘削

溶接孔施工
ヤード
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５．対応方針（原案） 

 

別大拡幅の区間では、朝夕のラッシュ時に著しい交通混雑が発生しており、４～６車線化によ

る交通混雑の緩和・交通安全の確保が図られる。 

費用対効果も、十分高い事業である。 

事業進捗率は、事業費ベースで約98％【約817億円/約833億円】（平成22年度末）、そのう

ち用地進捗率は約99％【206億円/208億円】となっており、平成23年度には、別大地区の完

成６車線供用、平成25年度には、藤原地区の完成４車線供用を予定している。 

よって、当該事業の完成供用に向けて事業を継続することとしたい。 
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巻末資料 
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再
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□
都
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す
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□
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□
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整
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□
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で
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る

□
幹
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画
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網
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が
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5
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る
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る

□
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る
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年
度
実

績
：
う

み
た
ま

ご
提
供
資

料
)

□
特
別

立
法
に

基
づ
く
事

業
で
あ

る

□
新
規

整
備
の

公
共
公
益

施
設
へ

直
結
す
る

道
路
で

あ
る

□
歴
史

的
景
観

を
活
か
し

た
道
路

整
備
や
中

心
商
店

街
の
シ

ン
ボ
ル
的

な
道
路

整
備
等
、

特
色
あ

る
ま
ち
づ

く
り
に

資
す
る
事

業
で
あ

る

２
．
暮
ら
し

歩
行

者
･
自
転
車

の
た

め
の
生

活
空

間
の

形
成

□
自
転

車
交
通

量
が
5
00
台
/
日
以

上
、
自
動

車
交
通

量
が
1
,
00
0台

/1
2
h以

上
、
歩

行
者
交
通

量
が
5
0
0人

/
日
以

上
の
全

て
に
該

当
す

る
区
間

に
お
い
て

、
自
転

車
利
用
空

間
を
整

備
す
る
こ

と
に
よ

り
、
当

該
区
間
の

歩
行
者

・
自
転
車

の
通
行

の
快
適
・

安
全
性

の
向
上

が
期
待
で

き
る

□
バ
リ

ア
フ
リ

ー
新
法
に

基
づ
く

特
定
道
路

が
新
た

に
バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
さ
れ

る

無
電

柱
化
に

よ
る

美
し

い
町
並
み

の
形
成

□
対
象

区
間
が

電
線
類
地

中
化
５

ヶ
年
計
画

に
位
置

づ
け
有

り

□
市
街

地
又
は

歴
史
景
観

地
区
（

歴
史
的
風

土
特
別

保
存
区

域
及
び
重

要
伝
統

的
建
造
物

保
存
地

区
）
の
幹

線
道
路

に
お
い
て

新
た
に

無
電
柱

化
を
達
成

す
る

安
全

で
安
心
で

き
る
く

ら
し
の
確

保
□

三
次

医
療
施

設
へ
の
ア

ク
セ
ス

向
上
が
見

込
ま
れ

る
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３
．
安
全

安
全
な
生
活
環

境
の
確

保
□

現
道

等
に
死
傷

事
故
率
が
5
0
0件

/
億
台
キ

ロ
以
上
で

あ
る
区
間
が

存
す
る
場

合
に
お
い
て

、
交
通
量

の
減
少
、
歩

道
の
設
置
又

は
線

形
不
良
区

間
の
解
消
等

に
よ
り
、
当

該
区
間
の

安
全
性
の
向

上
が
期
待

で
き
る

■
当
該

区
間
の
自

動
車
交
通
量

が
1,

0
00
台
/
12
h
以
上
（
当
該

区
間
が
通

学
路
で
あ
る

場
合
は
5
0
0台

/
1
2h
以
上
）
か

つ
歩
行
者

交
通
量

10
0人

/日
以
上
（
当
該

区
間
が
通

学
路
で
あ
る

場
合
は
学
童

、
園
児
が

40
人
/
日
以
上
）
の

場
合
、
又

は
歩
行
者
交

通
量

5
00
人
/
日
以
上

の
場
合
に
お

い
て
、
歩

道
が
無
い
又

は
狭
小
な
区

間
に
歩
道

が
設
置
さ
れ

る
自

動
車
交
通
量

14
,9
2
2台

/1
2h
,
自
転
車
･
歩
行
者

交
通
量
9
4台

/1
2h
（
H
17
道
路

交
通
ｾ
ﾝｻ
ｽ区

間
番
号
1
0
08
）

災
害
へ
の
備
え

□
近
隣

市
へ
の
ル

ー
ト
が
１
つ

し
か
な
く
、

災
害
に
よ

る
１
～
２
箇

所
の
道
路

寸
断
で
孤
立

化
す
る
集

落
を
解
消
す

る

■
対
象

区
間
が
、

都
道
府
県
地

域
防
災
計

画
、
緊
急
輸

送
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

計
画
又
は
地

震
対
策
緊

急
整
備
事
業

計
画
に
位

置
づ
け

が
あ
る
、

又
は
地
震
防

災
緊
急
事

業
五
ヶ
年
計

画
に
位
置
づ

け
の
あ
る

路
線
（
以
下

「
緊
急
輸

送
道
路
」
と

い
う
）
と

し
て
位

置
づ
け
あ

り
緊

急
輸
送
道
路

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
に

位
置
付
け

あ
り

□
緊
急

輸
送
道
路

が
通
行
止
に

な
っ
た
場

合
に
大
幅
な

迂
回
を
強
い

ら
れ
る
区

間
の
代
替
路

線
を
形
成

す
る

□
並
行

す
る
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
代
替
路

線
と
し
て

機
能
す
る
（

A'
路
線
と

し
て
の
位
置

づ
け
が
あ

る
場
合
）

□
現
道

等
の
防
災

点
検
又
は
震

災
点
検
要

対
策
箇
所
も

し
く
は
架
替

の
必
要
の

あ
る
老
朽
橋

梁
に
お
け

る
通
行
規
制

等
が
解
消
さ

れ
る

□
現
道

等
の
事
前

通
行
規
制
区

間
、
特
殊
通

行
規
制
区

間
又
は
冬
期

交
通
障
害

区
間
を
解
消

す
る

□
避
難

路
へ
1
km

以
内
で

到
達
で
き
る

地
区
が
新

た
に
増
加
す

る

□
幅
員

6m
以
上
の

道
路
が
な
い

た
め
消
火
活

動
が
出
来

な
い
地
区
が

解
消
す
る

□
密
集

市
街
地
に

お
け
る
事
業

で
火
災
時
の

延
焼
遮
断

帯
の
役
割
を

果
た
す

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保

全
●

対
象

道
路
の
整

備
に
よ
り
削

減
さ
れ
る
自

動
車
か
ら

の
CO

2
排
出
量

C
O
2排

出
削
減
量
：
1
9
3t
-
CO
2/
年

（
未
整
備
：
1
,
58
2t
-
CO
2
/年

　
⇒
　
整
備
：

1,
3
89
t-
C
O2
/年

）
　
国
道
1
0
号
(
速
見
郡
日
出

町
大
字
藤

原
）

生
活
環
境
の
改

善
・

保
全

●
現
道

等
に
お
け

る
自
動
車
か

ら
の
N
O2

排
出
削

減
率

評
価
対
象
区
間

（
現
道
／

並
行
区
間
等

）
：
国
道

10
号
（
速
見

郡
日
出
町
大

字
藤
原
）

排
出
削
減
量
：

1.
2ｔ

/年
、
排
出
削
減

率
：
約
2
割
削
減

●
現
道

等
に
お
け

る
自
動
車
か

ら
の
S
PM

排
出
削

減
率

評
価
対
象
区
間

（
現
道
／

並
行
区
間
等

）
：
国
道

10
号
（
速
見

郡
日
出
町
大

字
藤
原
）

排
出
削
減
量
：

0.
1ｔ

/年
、
排
出
削
減

率
：
約
2
割
削
減

□
現
道

等
で
騒
音

レ
ベ
ル
が
夜

間
要
請
限

度
を
超
過
し

て
い
る
区
間

に
つ
い
て

、
新
た
に
要

請
限
度
を

下
回
る
こ
と

が
期
待
さ

れ
る
区

間
が
あ
る

□
そ
の

他
、
環
境

や
景
観
上
の

効
果
が
期

待
さ
れ
る

５
．
そ
の
他

他
の

ﾌﾟ
ﾛ
ｼﾞ
ｪｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整
備
に

関
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
又
は

都
市
計
画

道
路
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い

る

□
関
連

す
る
大
規

模
道
路
事
業

と
一
体
的
に

整
備
す
る

必
要
あ
り

□
他
機

関
と
の
連

携
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
位
置
づ

け
ら
れ
て

い
る

■
そ
の

他
、
対
象

地
域
や
事
業

に
固
有
の
事

情
等
、
以

上
の
項
目
に

属
さ
な
い

効
果
が
見
込

ま
れ
る

並
行
す
る
大
分

自
動
車
道

(速
見

Ｉ
Ｃ
～
別
府

Ｉ
Ｃ
）
は

濃
霧
に
よ
る

通
行
止
め

が
頻
繁
に
発

生
す
る
区

間
（
Ｈ
2
2実

績
：
1
5回

・
14
7
時
間
/
年
）
で
あ
り

、
当

該
事
業
区
間

は
通
行
止

め
時
の
代
替

路
線
と
し

て
機
能
す
る

。
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道10号 別大拡幅 22.6km 二次改築 現拡

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

22,600～86,100 4.6 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成23年度

単純合計 813億円 208億円 1,021億円 

うち残事業分 8.5億円 6.0億円 14億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

2,432億円 334億円 2,767億円 

うち残事業分 8.0億円 2.4億円 10億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成23年度

供 用 年 昭和49年度

単年便益
（初年便益）

25億円 2.8億円 0.26億円 28億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

12,434億円 934億円 48億円 13,416億円 

うち残事業分 16億円 0.97億円 1.7億円 19億円 
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③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 22,600 ±１０％

事業費 8.5億円 ±１０％

事業期間 2年 ±２０％

1.7 ～ 2.0

1.8 ～ 1.8

経済的純現在価値（事業全体） 10,649億円 

経済的内部収益率（残事業） 8.7% 

費用便益比（事業全体） 4.8

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

1.3 ～ 2.3

経済的内部収益率（事業全体） 15% 

費用便益比（残事業） 1.8

経済的純現在価値（残事業） 8.5億円 
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交通状況の変化

事業名：国道10号　別大拡幅

（推計時点    Ｈ１７年） （事業全体）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

4.7 6.7

18,200 24,600

1.4 1.5

②主な周
辺道路

県_別府
亀川線：
8.5km

大分道：
119.5km

国道210
号：
32.0km

県_別府
山香線：
16.0km

①新設・改築道路
別大拡幅［既供用区

間］：21.4km

①新設・改築道路
別大拡幅[藤原地区]

(未供用区間)：
1.2km

89

237

6,241 6,011

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

50

16,800

8,600

33

合計：3,651.9km

③その他道路合計
3,453.3km

様式－３①

16,300

37

整備あり(B)整備なし(A)

39,700

51

25

7,000

66,100

378

32

160

89

10,000

31

230

5,326 5,274

14,900

135153

走行時間短縮便益
(A - B)

49

52 26

4,300

32

119

15,000

349
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交通状況の変化

事業名：国道10号　別大拡幅

（推計時点    Ｈ４２年） （残事業）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

②主な周
辺道路

県_別府
亀川線：
2.9km

大分道
：14.6km

国道210
号：
3.2km

県_別府
山香線：
1.5km

①新設・改築道路
別大拡幅[藤原地区]

（未供用区間）
：0.6km

①新設・改築道路
別大拡幅(既供用区

間)
：22.0km

9.7

33

6,615 6,615

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

5.1

9,400

10,600

4.4

合計：4,026.9km

③その他道路合計
：3,982.1km

様式－３①

8,300

10

整備あり(B)整備なし(A)

22,600

0.9

10

8,300

22,600

2.9

0.7

63,500

33

9.7

18,300

15

0.91

5,994 5,994

9,400

8.78.7

走行時間短縮便益
(A - B)

5.1

8.0 8.0

10,600

4.4

15

18,300

3.7

63,500

48 48

553 553
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 国道10号　別大拡幅

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成23年

１時点のみ推計 □

複数時点での推計 ■（H17、H42）

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混
在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる
「加重平均速度」を用いた。速度設定の

考え方

■

■
（H17センサス）

□

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

いずれかのみ
の推計の場合

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

推計の状況
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事業名： 国道10号　別大拡幅

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ
便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定
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事業名： 国道10号　別大拡幅

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費(過去3年間：H19～H21)に基づく。
維持管理費

雪寒費

事業費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道10号 別大拡幅（事業全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.24 22.6 5.37
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-13年目 S 36 7.1067 25.3 3.40 85.84
-12年目 S 37 6.8333 26.1 3.40 80.26
-11年目 S 38 6.5705 27.7 3.40 72.58
-10年目 S 39 6.3178 29.3 3.40 65.87
-9年目 S 40 6.0748 30.7 3.40 60.57
-8年目 S 41 5.8412 32.4 3.40 55.10
-7年目 S 42 5.6165 34.2 3.40 50.27
-6年目 S 43 5.4005 36.0 3.40 45.85
-5年目 S 44 5.1928 38.1 3.40 41.70
-4年目 S 45 4.9931 40.7 6.37 70.37
-3年目 S 46 4.8010 42.6 9.98 101.15
-2年目 S 47 4.6164 45.5 10.90 99.49
-1年目 S 48 4.4388 52.4 6.89 52.51

供用開始年次 S 49 4.2681 62.5 8.69 53.40 1.28 7.87
1年目 S 50 4.1039 66.1 13.58 75.89 1.28 7.15
2年目 S 51 3.9461 71.7 7.20 35.68 1.28 6.34
3年目 S 52 3.7943 76.0 18.70 84.03 1.28 5.75
4年目 S 53 3.6484 79.2 33.65 139.52 1.28 5.31
5年目 S 54 3.5081 81.3 34.45 133.87 2.55 9.90
6年目 S 55 3.3731 86.4 34.50 121.22 2.55 8.95
7年目 S 56 3.2434 88.6 36.00 118.61 2.55 8.39
8年目 S 57 3.1187 89.6 36.80 115.28 3.59 11.24
9年目 S 58 2.9987 90.5 20.00 59.64 3.59 10.70
10年目 S 59 2.8834 92.3 5.67 15.93 4.34 12.20
11年目 S 60 2.7725 93.0 2.30 6.17 4.34 11.65
12年目 S 61 2.6658 94.6 3.80 9.64 4.34 11.01
13年目 S 62 2.5633 94.4 5.50 13.44 4.34 10.61
14年目 S 63 2.4647 94.9 2.60 6.08 4.34 10.15
15年目 H 1 2.3699 97.4 0.88 1.93 4.34 9.51
16年目 H 2 2.2788 99.6 1.46 3.01 4.34 8.94
17年目 H 3 2.1911 102.0 0.49 0.95 4.34 8.39
18年目 H 4 2.1068 103.4 7.78 14.26 4.34 7.96
19年目 H 5 2.0258 103.7 10.78 18.95 4.34 7.63
20年目 H 6 1.9479 103.6 13.27 22.46 4.34 7.35
21年目 H 7 1.8730 102.8 24.37 39.95 4.34 7.12
22年目 H 8 1.8009 102.3 23.00 36.44 4.34 6.88
23年目 H 9 1.7317 103.3 11.71 17.67 4.34 6.55
24年目 H 10 1.6651 102.8 39.67 57.83 4.34 6.33
25年目 H 11 1.6010 101.3 24.08 34.25 4.34 6.17
26年目 H 12 1.5395 99.7 27.85 38.70 4.34 6.03
27年目 H 13 1.4802 98.4 21.15 28.63 4.34 5.88
28年目 H 14 1.4233 96.6 42.70 56.62 4.34 5.76
29年目 H 15 1.3686 95.4 34.79 44.92 4.34 5.60
30年目 H 16 1.3159 94.4 21.91 27.49 4.64 5.82
31年目 H 17 1.2653 93.2 12.29 15.01 4.74 5.79
32年目 H 18 1.2167 92.5 31.51 37.30 4.74 5.61
33年目 H 19 1.1699 91.7 41.08 47.16 4.74 5.44
34年目 H 20 1.1249 91.2 37.95 42.12 4.81 5.34
35年目 H 21 1.0816 90.0 20.77 22.47 4.81 5.21
36年目 H 22 1.0400 90.0 19.78 20.57 4.93 5.13
37年目 H 23 1.0000 90.0 7.18 7.18 4.96 4.96
38年目 H 24 0.9615 90.0 5.73 5.51 4.99 4.80
39年目 H 25 0.9246 90.0 2.76 2.55 4.99 4.62
40年目 H 26 0.8890 90.0 5.11 4.55
41年目 H 27 0.8548 90.0 5.11 4.37
42年目 H 28 0.8219 90.0 5.11 4.20
43年目 H 29 0.7903 90.0 5.11 4.04
44年目 H 30 0.7599 90.0 5.11 3.89
45年目 H 31 0.7307 90.0 5.11 3.74
46年目 H 32 0.7026 90.0 5.11 3.59
47年目 H 33 0.6756 90.0 5.11 3.46
48年目 H 34 0.6496 90.0 5.11 3.32
49年目 H 35 0.6246 90.0 -130.78 -81.68 5.11 3.19

  合　計 682.32 2432.22 207.53 334.36

単純事業費計 813.10 207.53

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道10号 別大拡幅（残事業） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.21 0.60 0.13
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-2年目 H 24 0.9615 90.0 5.73 5.51
-1年目 H 25 0.9246 90.0 2.76 2.55

供用開始年次 H 26 0.8890 90.0 0.12 0.11
1年目 H 27 0.8548 90.0 0.12 0.10
2年目 H 28 0.8219 90.0 0.12 0.10
3年目 H 29 0.7903 90.0 0.12 0.09
4年目 H 30 0.7599 90.0 0.12 0.09
5年目 H 31 0.7307 90.0 0.12 0.09
6年目 H 32 0.7026 90.0 0.12 0.08
7年目 H 33 0.6756 90.0 0.12 0.08
8年目 H 34 0.6496 90.0 0.12 0.08
9年目 H 35 0.6246 90.0 0.12 0.07
10年目 H 36 0.6006 90.0 0.12 0.07
11年目 H 37 0.5775 90.0 0.12 0.07
12年目 H 38 0.5553 90.0 0.12 0.07
13年目 H 39 0.5339 90.0 0.12 0.06
14年目 H 40 0.5134 90.0 0.12 0.06
15年目 H 41 0.4936 90.0 0.12 0.06
16年目 H 42 0.4746 90.0 0.12 0.06
17年目 H 43 0.4564 90.0 0.12 0.05
18年目 H 44 0.4388 90.0 0.12 0.05
19年目 H 45 0.4220 90.0 0.12 0.05
20年目 H 46 0.4057 90.0 0.12 0.05
21年目 H 47 0.3901 90.0 0.12 0.05
22年目 H 48 0.3751 90.0 0.12 0.05
23年目 H 49 0.3607 90.0 0.12 0.04
24年目 H 50 0.3468 90.0 0.12 0.04
25年目 H 51 0.3335 90.0 0.12 0.04
26年目 H 52 0.3207 90.0 0.12 0.04
27年目 H 53 0.3083 90.0 0.12 0.04
28年目 H 54 0.2965 90.0 0.12 0.04
29年目 H 55 0.2851 90.0 0.12 0.03
30年目 H 56 0.2741 90.0 0.12 0.03
31年目 H 57 0.2636 90.0 0.12 0.03
32年目 H 58 0.2534 90.0 0.12 0.03
33年目 H 59 0.2437 90.0 0.12 0.03
34年目 H 60 0.2343 90.0 0.12 0.03
35年目 H 61 0.2253 90.0 0.12 0.03
36年目 H 62 0.2166 90.0 0.12 0.03
37年目 H 63 0.2083 90.0 0.12 0.02
38年目 H 64 0.2003 90.0 0.12 0.02
39年目 H 65 0.1926 90.0 0.12 0.02
40年目 H 66 0.1852 90.0 0.12 0.02
41年目 H 67 0.1780 90.0 0.12 0.02
42年目 H 68 0.1712 90.0 0.12 0.02
43年目 H 69 0.1646 90.0 0.12 0.02
44年目 H 70 0.1583 90.0 0.12 0.02
45年目 H 71 0.1522 90.0 0.12 0.02
46年目 H 72 0.1463 90.0 0.12 0.02
47年目 H 73 0.1407 90.0 0.12 0.02
48年目 H 74 0.1353 90.0 0.12 0.02
49年目 H 75 0.1301 90.0 -0.64 -0.08 0.12 0.02
  合　計 7.85 7.98 6.00 2.38

単純事業費計 8.49 6.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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0

2.
46

47
94

.9
84

.8
9

47
.9

0
22

.3
1

15
5.

10
36

2.
53

4.
29

3.
28

4.
93

12
.5

0
29

.2
3

0.
72

1.
69

16
8.

33
39

3.
45

15
年

目
H

1
1.
03
47
8

1.
03
38
4

1.
03
38
4

1.
03
43
7

2.
36

99
97

.4
87

.9
4

49
.5

8
23

.0
9

16
0.

62
35

1.
73

4.
45

3.
40

5.
10

12
.9

5
28

.3
5

0.
75

1.
64

17
4.

31
38

1.
72

16
年

目
H

2
1.
05
11
1

1.
00
99
1

1.
00
99
1

1.
03
34
4

2.
27

88
99

.6
91

.0
0

51
.2

6
23

.8
7

16
6.

13
34

2.
10

4.
60

3.
51

5.
27

13
.3

9
27

.5
7

0.
78

1.
60

18
0.

30
37

1.
26

17
年

目
H

3
1.
04
86
2

1.
00
98
1

1.
00
98
1

1.
03
23
5

2.
19

11
10

2.
0

95
.6

5
51

.7
6

24
.1

1
17

1.
53

33
1.

62
4.

84
3.

55
5.

32
13

.7
1

26
.5

1
0.

8
0

1.
55

18
6.

04
35

9.
68

18
年

目
H

4
1.
04
63
7

1.
00
97
2

1.
00
97
2

1.
03
13
4

2.
10

68
10

3.
4

10
0.

30
52

.2
7

24
.3

5
17

6.
93

32
4.

44
5.

07
3.

58
5.

38
14

.0
3

25
.7

3
0.

83
1.

52
19

1.
79

35
1.

69
19

年
目

H
5

1.
04
43
1

1.
00
96
3

1.
00
96
3

1.
03
03
9

2.
02

58
10

3.
7

10
4.

96
52

.7
8

24
.5

8
18

2.
32

32
0.

55
5.

31
3.

62
5.

43
14

.3
5

25
.2

4
0.

85
1.

50
19

7.
53

34
7.

29
20

年
目

H
6

1.
05
00
9

0.
98
48
9

0.
98
48
9

1.
02
44
4

1.
94

79
10

3.
6

10
9.

61
53

.2
9

24
.8

2
18

7.
72

31
7.

65
5.

54
3.

65
5.

48
14

.6
8

24
.8

4
0.

88
1.

49
20

3.
27

34
3.

98
21

年
目

H
7

1.
04
77
0

0.
98
46
5

0.
98
46
5

1.
02
38
6

1.
87

30
10

2.
8

11
5.

10
52

.4
8

24
.4

5
19

2.
03

31
4.

88
5.

82
3.

60
5.

40
14

.8
2

24
.3

0
0.

90
1.

48
20

7.
74

34
0.

66
22

年
目

H
8

1.
04
55
3

0.
98
44
1

0.
98
44
1

1.
02
33
0

1.
80

09
10

2.
3

12
0.

59
51

.6
8

24
.0

7
19

6.
34

31
1.

07
6.

10
3.

54
5.

32
14

.9
6

23
.7

0
0.

92
1.

46
21

2.
22

33
6.

23
23

年
目

H
9

1.
04
35
5

0.
98
41
7

0.
98
41
7

1.
02
27
7

1.
73

17
10

3.
3

12
6.

08
50

.8
7

23
.7

0
20

0.
65

30
2.

72
6.

38
3.

49
5.

23
15

.1
0

22
.7

8
0.

94
1.

42
21

6.
69

32
6.

92
24

年
目

H
10

1.
04
17
3

0.
98
39
1

0.
98
39
1

1.
02
22
7

1.
66

51
10

2.
8

13
1.

57
50

.0
7

23
.3

2
20

4.
96

29
8.

78
6.

66
3.

43
5.

15
15

.2
4

22
.2

1
0.

97
1.

41
22

1.
16

32
2.

40
25

年
目

H
11

1.
01
32
0

0.
98
89
1

0.
98
89
1

1.
00
53
3

1.
60

10
10

1.
3

13
7.

06
49

.2
6

22
.9

5
20

9.
27

29
7.

66
6.

93
3.

38
5.

07
15

.3
8

21
.8

7
0.

99
1.

40
22

5.
63

32
0.

94
26

年
目

H
12

1.
01
30
3

0.
98
87
9

0.
98
87
9

1.
00
53
0

1.
53

95
99

.7
13

8.
87

48
.7

2
22

.6
9

21
0.

27
29

2.
22

7.
02

3.
34

5.
01

15
.3

7
21

.3
6

0.
9
9

1.
38

22
6.

64
31

4.
97

27
年

目
H

13
1.
01
28
6

0.
98
86
6

0.
98
86
6

1.
00
52
7

1.
48

02
98

.4
14

0.
68

48
.1

7
22

.4
4

21
1.

28
28

6.
04

7.
12

3.
30

4.
95

15
.3

7
20

.8
1

1.
0
0

1.
35

22
7.

65
30

8.
20

28
年

目
H

14
1.
01
27
0

0.
98
85
3

0.
98
85
3

1.
00
52
4

1.
42

33
96

.6
14

2.
49

47
.6

2
22

.1
8

21
2.

29
28

1.
51

7.
21

3.
26

4.
90

15
.3

7
20

.3
8

1.
0
0

1.
33

22
8.

66
30

3.
22

29
年

目
H

15
1.
01
25
4

0.
98
84
0

0.
98
84
0

1.
00
52
2

1.
36

86
95

.4
14

4.
30

47
.0

8
21

.9
3

21
3.

30
27

5.
40

7.
30

3.
23

4.
84

15
.3

7
19

.8
4

1.
0
1

1.
30

22
9.

68
29

6.
54

30
年

目
H

16
1.
01
23
8

0.
98
82
6

0.
98
82
6

1.
00
51
9

1.
31

59
94

.4
15

5.
29

48
.8

7
23

.0
5

22
7.

21
28

5.
05

8.
09

3.
37

5.
14

16
.6

1
20

.8
4

0.
4
1

0.
52

24
4.

23
30

6.
41

31
年

目
H

17
0.
99
76
4

0.
99
22
6

0.
99
67
2

0.
99
65
2

1.
26

53
93

.2
15

9.
28

48
.8

4
22

.1
3

23
0.

25
28

1.
33

7.
97

3.
30

4.
73

16
.0

0
19

.5
5

0.
0
9

0.
11

24
6.

34
30

0.
99

32
年

目
H

18
0.
99
76
3

0.
99
22
0

0.
99
67
1

0.
99
65
1

1.
21

67
92

.5
15

8.
90

48
.4

6
22

.0
6

22
9.

42
27

1.
59

7.
95

3.
28

4.
71

15
.9

4
18

.8
7

0.
0
9

0.
10

24
5.

45
29

0.
57

33
年

目
H

19
0.
99
76
2

0.
99
21
4

0.
99
67
0

0.
99
65
0

1.
16

99
91

.7
15

8.
52

48
.0

8
21

.9
9

22
8.

59
26

2.
47

7.
94

3.
25

4.
70

15
.8

8
18

.2
4

0.
0
9

0.
10

24
4.

56
28

0.
81

34
年

目
H

20
0.
99
76
2

0.
99
20
8

0.
99
66
9

0.
99
64
8

1.
12

49
91

.2
16

0.
40

48
.3

5
22

.0
2

23
0.

77
25

6.
17

7.
88

3.
25

4.
71

15
.8

4
17

.5
8

0.
0
8

0.
08

24
6.

68
27

3.
84

35
年

目
H

21
0.
99
76
1

0.
99
20
2

0.
99
66
8

0.
99
64
7

1.
08

16
90

.0
16

0.
02

47
.9

7
21

.9
5

22
9.

93
24

8.
69

7.
86

3.
23

4.
69

15
.7

8
17

.0
7

0.
0
8

0.
08

24
5.

79
26

5.
84

36
年

目
H

22
0.
99
76
1

0.
99
19
5

0.
99
66
7

0.
99
64
6

1.
04

00
90

.0
15

9.
78

47
.6

1
21

.8
8

22
9.

28
23

8.
45

7.
81

3.
19

4.
71

15
.7

1
16

.3
4

0.
0
6

0.
07

24
5.

05
25

4.
85

37
年

目
H

23
0.
99
76
0

0.
99
18
9

0.
99
66
5

0.
99
64
5

1.
00

00
90

.0
16

6.
53

54
.3

2
10

.9
4

23
1.

79
23

1.
79

7.
90

2.
88

2.
71

13
.4

9
13

.4
9

0.
3
3

0.
33

24
5.

61
24

5.
61

38
年

目
H

24
0.
99
76
0

0.
99
18
2

0.
99
66
4

0.
99
64
3

0.
96

15
90

.0
16

7.
03

54
.2

2
11

.2
0

23
2.

45
22

3.
50

8.
00

2.
89

2.
78

13
.6

6
13

.1
4

0.
2
3

0.
22

24
6.

35
23

6.
86

39
年

目
H

25
0.
99
75
9

0.
99
17
5

0.
99
66
3

0.
99
64
2

0.
92

46
90

.0
16

6.
63

53
.7

8
11

.1
7

23
1.

57
21

4.
11

7.
98

2.
86

2.
77

13
.6

1
12

.5
9

0.
2
3

0.
21

24
5.

41
22

6.
91

40
年

目
H

26
0.
99
75
8

0.
99
16
9

0.
99
66
2

0.
99
64
1

0.
88

90
90

.0
16

6.
45

53
.3

9
11

.2
1

23
1.

05
20

5.
41

7.
97

2.
84

2.
77

13
.5

8
12

.0
7

0.
3
3

0.
30

24
4.

97
21

7.
78

41
年

目
H

27
0.
99
75
8

0.
99
16
2

0.
99
66
1

0.
99
64
0

0.
85

48
90

.0
16

6.
05

52
.9

5
11

.1
7

23
0.

17
19

6.
75

7.
95

2.
82

2.
76

13
.5

3
11

.5
6

0.
3
3

0.
28

24
4.

03
20

8.
60

42
年

目
H

28
0.
99
75
7

0.
99
15
5

0.
99
66
0

0.
99
63
8

0.
82

19
90

.0
16

5.
65

52
.5

1
11

.1
3

22
9.

29
18

8.
45

7.
93

2.
80

2.
75

13
.4

8
11

.0
8

0.
3
3

0.
27

24
3.

09
19

9.
80

43
年

目
H

29
0.
99
75
7

0.
99
14
7

0.
99
65
9

0.
99
63
7

0.
79

03
90

.0
15

3.
66

38
.7

4
0.

85
19

3.
25

15
2.

73
7.

86
2.

27
0.

17
10

.2
9

8.
13

0.
43

0.
34

20
3.

98
16

1.
20

44
年

目
H

30
0.
99
75
6

0.
99
14
0

0.
99
65
7

0.
99
63
6

0.
75

99
90

.0
15

3.
29

38
.4

1
0.

85
19

2.
54

14
6.

31
7.

84
2.

25
0.

16
10

.2
5

7.
79

0.
43

0.
33

20
3.

23
15

4.
44

45
年

目
H

31
0.
99
75
5

0.
99
13
3

0.
99
65
6

0.
99
63
4

0.
73

07
90

.0
15

2.
91

38
.0

8
0.

85
19

1.
84

14
0.

18
7.

82
2.

23
0.

16
10

.2
2

7.
46

0.
43

0.
31

20
2.

48
14

7.
95

46
年

目
H

32
0.
99
81
1

0.
99
16
5

0.
99
92
2

0.
99
70
8

0.
70

26
90

.0
15

2.
54

37
.7

5
0.

85
19

1.
13

13
4.

29
7.

80
2.

21
0.

16
10

.1
8

7.
15

0.
43

0.
30

20
1.

73
14

1.
74

47
年

目
H

33
0.
99
81
0

0.
99
15
8

0.
99
92
2

0.
99
70
7

0.
67

56
90

.0
15

2.
25

37
.4

3
0.

85
19

0.
53

12
8.

72
7.

79
2.

19
0.

16
10

.1
4

6.
85

0.
43

0.
29

20
1.

10
13

5.
86

48
年

目
H

34
0.
99
81
0

0.
99
15
1

0.
99
92
2

0.
99
70
6

0.
64

96
90

.0
15

1.
96

37
.1

2
0.

84
18

9.
92

12
3.

37
7.

77
2.

17
0.

16
10

.1
1

6.
57

0.
43

0.
28

20
0.

46
13

0.
22

49
年

目
H

35
0.
99
81
0

0.
99
14
4

0.
99
92
2

0.
99
70
5

0.
62

46
90

.0
15

1.
67

36
.8

0
0.

84
18

9.
32

11
8.

25
7.

76
2.

16
0.

16
10

.0
8

6.
29

0.
43

0.
27

19
9.

82
12

4.
81

合
　

計
 

5,
62

3.
11

2,
06

8.
89

75
0.

46
8,

44
2.

45
12

,4
34

.4
4

28
3.

33
13

4.
57

16
9.

76
58

7.
67

93
3.

86
25

.6
6

47
.7

6
9,

05
5.

79
13

,4
16

.0
5

年
度

（
基

準
年

）

Ｈ
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様
式
－
５

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：国

道
10

号
 別

大
拡

幅
（残

事
業

）

G
D

P
合

　
　

　
計

総
走

行
台

ｷ
ﾛ
の

年
次

別
伸

び
率

割
戻

率
ﾃ

ﾞﾌ
ﾚ
ｰ

ﾀ
走

行
時

間
短

縮
便

益
(億

円
)

走
行

経
費

減
少

便
益

(億
円

)
 事

故
減

少
便

益
(億

円
)

(億
円

)
(北

九
州

ﾌ
ﾞﾛ

ｯｸ
)

現
在

価
値

現
在

価
値

現
在

価
値

便
益

合
計

現
在

価
値

年
次

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

全
  
車

(A
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

①
　

計
①

×
(A

)
乗

用
車

類
小

型
貨

物
普

通
貨

物
②

　
計

(A
)×

②
③

③
×

(A
)

(①
～

③
)

割
引

率
4%

供
用

開
始

年
次

H
26

0.
99
75

8
0.

99
16

9
0.

99
66

2
0.

99
64

1
0.

88
90

90
.0

0.
23

0.
06

0.
08

0.
37

0.
33

0.
01

0.
00

0.
01

0.
02

0.
02

0.
07

0.
06

0.
45

0.
40

1年
目

H
27

0.
99
75

8
0.

99
16

2
0.

99
66

1
0.

99
64

0
0.

85
48

90
.0

0.
23

0.
06

0.
08

0.
36

0.
31

0.
01

0.
00

0.
01

0.
02

0.
02

0.
07

0.
06

0.
45

0.
38

2年
目

H
28

0.
99
75

7
0.

99
15

5
0.

99
66

0
0.

99
63

8
0.

82
19

90
.0

0.
23

0.
06

0.
08

0.
36

0.
30

0.
01

0.
00

0.
01

0.
02

0.
02

0.
07

0.
05

0.
45

0.
37

3年
目

H
29

0.
99
75

7
0.

99
14

7
0.

99
65

9
0.

99
63

7
0.

79
03

90
.0

0.
52

0.
15

0.
26

0.
92

0.
73

0.
02

0.
01

0.
03

0.
05

0.
04

0.
09

0.
07

1.
07

0.
85

4年
目

H
30

0.
99
75

6
0.

99
14

0
0.

99
65

7
0.

99
63

6
0.

75
99

90
.0

0.
52

0.
15

0.
25

0.
92

0.
70

0.
02

0.
01

0.
03

0.
05

0.
04

0.
09

0.
07

1.
07

0.
81

5年
目

H
31

0.
99
75

5
0.

99
13

3
0.

99
65

6
0.

99
63

4
0.

73
07

90
.0

0.
51

0.
15

0.
25

0.
92

0.
67

0.
02

0.
01

0.
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車線数 延長

4・6 22.6km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 53,658

改良費 38,455

土工 ｍ3 877,943 2,636 掘削（22,920m3）、盛土（855,023m3）

軟弱地盤改良工 ｍ3 277,507 1,614

法面工 ㎡ 2,280 3 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 16,872 直立擁壁、フレア擁壁、Ｌ型擁壁、フレア擁壁等

管渠工 ｍ

函渠工 ｍ 1,500 315

排水工 ｍ 48,964 1,528

中央分離帯工 ｍ 21,400 1,892

雑工 式 1 13,595 消波ブロック、構造物取壊し、標識撤去等

橋梁費 6,675

100m以上 ｍ 295 949 鋼橋 2橋

100m未満 ｍ 415 5,726 鋼橋 18橋、PC橋 3橋、横断歩道橋

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 6,203

車道舗装 ㎡ 448,800 5,627

歩道舗装 ㎡ 134,613 576

付帯施設費 2,325

交通管理施設工 式 1 2,325 通信管路工、防護柵工、歩車道境界ブロック、区画線等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 20,713

用地費 ㎡ 13,078

宅地 ㎡ 243,752 12,131

田畑 ㎡ 75,000 946

山林・原野 ㎡

その他 ㎡ 30 1

補償費 式 1 7,635

③間接経費 式 1 8,929 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

全体事業費 83,300

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道10号 別大拡幅

全体事業費内訳表
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車線数 延長

4 0.6km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 607

改良費 271

土工 ｍ3 36,000 82 掘削（22,586m3）、盛土（13,080m3）

軟弱地盤改良工 ｍ3 5,600 32

法面工 ㎡ 1,090 1 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 34 Ｌ型擁壁、大型ブロック積み、ブロック積み

管渠工 ｍ

函渠工 ｍ

排水工 ｍ 1,833 52

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 70 構造物取壊し、標識撤去

橋梁費 91

100m以上 ｍ

100m未満 ｍ 48 91 横断歩道橋

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 164

車道舗装 ㎡ 13,500 125

歩道舗装 ㎡ 6,213 39

付帯施設費 82

交通管理施設工 式 1 82 防護柵工、歩車道境界ブロック、区画線等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 67

用地費 ㎡ 63.9

宅地 ㎡ 2,400 63

田畑 ㎡

山林・原野 ㎡

その他 ㎡ 30 1

補償費 式 1 3

③間接経費 式 1 215 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

全体事業費 888

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道10号 別大拡幅

残事業費内訳表



 

道路-３- 48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残事業における維持管理費の内訳

車線数 延長

4 0.6km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 0.6 101 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 529 路面補修、構造物の点検・補修等

630

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

区分

路線名 箇所名

国道10号 別大拡幅

維持費

修繕費

維持管理費合計

全事業における維持管理費の内訳

車線数 延長

4.6 22.6km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 22.6 3,334 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 18,457 路面補修、構造物の点検・補修等

21,791

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

修繕費

維持管理費合計

区分

維持費

路線名 箇所名

国道10号 別大拡幅




